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去
る
9
月
1
1
日
に
告
示
さ
れ
た
令
和
元
年
度
第
3
回

定
例
会
で
は
、
平
成
3
0
年
度
各
会
計
決
算
認
定
案
を
初

め
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、
契
約
案
、
条

例
案
、
議
員
提
出
議
案
な
ど
合
わ
せ
て
3
9
件
を
委
員
会

に
て
審
議
し
、
い
ず
れ
も
認
定
、
可
決
し
1
0
月
2
1
日

に
閉
会
致
し
ま
し
た
。
ま
た
1
0
月
よ
り
実
施
の
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
や
来
年
度
実
施
の
き
っ
ず
ク
ラ
ブ
・

学
童
ク
ラ
ブ
の
時
間
延
長
、
土
曜
キ
ッ
ズ
を
再
編
し
就
労

家
庭
を
対
象
と
し
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
な
ど
、
新

た
な
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
も
審
議
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
私
の
本
会
議
で
の
区
政
一
般

質
問
や
決
算
審
査
で
の
自
民
党
代
表
総
括
質
疑
の
概
要
に

つ
い
て
、
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　
ま
た
今
定
例
会
中
の
9
月
2
0
日
に
は
、
大
田
区
が
江

東
区
を
相
手
に
訴
え
を
提
起
し
て
い
た
中
央
防
波
堤
埋
立

地
境
界
確
定
訴
訟
に
つ
い
て
、
東
京
地
方
裁
判
所
よ
り
第

一
審
判
決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
中
央
防
波
堤
埋
立
地
は
東
京
2
3
区
内
の
ご
み
処

理
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
た
昭
和
4
0
年
代
後
半
か
ら
、

1
4
号
地
（
夢
の
島
）
1
5
号
地
（
若
洲
）
の
次
の
ご
み

処
分
場
と
し
て
埋
立
て
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
埋
立
後
の

土
地
利
用
と
し
て
、
東
京
2
0
2
0
競
技
大
会
の
馬
術
会

場
と
な
る
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
や
カ
ヌ
ー
会
場
と

な
る
海
上
競
技
場
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
内
側
埋
立
地
と
、

東
京
港
の
輸
入
機
能
強
化
策
と
し
て
8
0
0
0
T
E
U
級

の
大
型
船
が
寄
港
可
能
な
埠
頭
や
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
が
整

備
さ
れ
た
外
側
埋
立
地
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
の
沖
に
は

東
京
港
最
後
の
埋
立
処
分
場
と
な
る
新
海
面
処
分
場
が
接

続
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
埋
立
て
当
時
、
1
日
に
5
0
0
0
台
を
超
え
る

ご
み
運
搬
車
両
が
江
東
区
内
を
通
過
し
て
搬
入
さ

れ
て
お
り
、
ハ
エ
の
大
量
発
生
や
悪
臭
、
搬
入
車

両
に
よ
る
交
通
渋
滞
な
ど
、
多
く
の
江
東
区
民
が

耐
え
難
い
負
担
と
犠
牲
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

本
区
及
び
本
区
議
会
は
、
そ
の
歴
史
的
沿
革
か
ら

本
区
へ
の
全
島
帰
属
を
主
張
し
、
平
成
2
8
年
3

月
山
﨑
江
東
区
長
と
松
原
大
田
区
長
の
会
談
を

き
っ
か
け
に
、
約
2
年
停
滞
し
て
い
た
協
議
を
再

開
し
て
担
当
部
長
会
議
を
重
ね
て
お
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
当
事
者
間
の
協
議
で
は
解
決
が

難
し
い
こ
と
か
ら
、
平
成
2
9
年
6
月
に
東
京
都

へ
調
停
を
申
請
し
、
同
年
1
0
月
1
6
日
に
調
停

案
（
江
東
区
８
６
．
２
％
、
大
田
区
１
３
．
８
％
）

が
都
よ
り
示
さ
れ
ま
し
た
。
本
区
及
び
本
区
議
会

は
、
調
停
を
申
請
す
る
上
で
大
田
区
長
、
大
田
区

議
会
議
長
と
交
わ
し
た
東
京
2
0
2
0
競
技
大
会

前
の
解
決
と
調
停
案
を
受
け
入
れ
る
、
と
い
う
2

つ
の
約
束
に
基
づ
き
調
停
案
の
受
諾
を
決
断
し
ま

し
た
が
、
大
田
区
は
調
停
案
を
受
け
入
れ
な
い
ど

こ
ろ
か
、
東
京
都
の
裁
定
を
待
た
ず
に
本
区
を
相

手
取
っ
て
提
訴
し
ま
し
た
。

ご
挨
拶

◆令和元年度 第 3 回区議会定例会が閉会
◆中央防波堤埋立地の帰属問題が遂に決着
◆区政一般質問、平成 30 年度決算審査の概要
◆山﨑区長宛、令和 2 年度予算要望書を提出
◆区政報告会のご案内

◆令和元年度 第 3 回区議会定例会が閉会
◆中央防波堤埋立地の帰属問題が遂に決着
◆区政一般質問、平成 30 年度決算審査の概要
◆山﨑区長宛、令和 2 年度予算要望書を提出
◆区政報告会のご案内

▶
1
日
5
0
0
0
台
も
の

　
車
両
が
江
東
区
へ

▲区・区議会が運搬車両
　の搬入を実力阻止
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9
月
2
0
日
の
本
会
議
に

お
い
て
区
政
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
質
問
大
綱
に
つ

い
て
は
次
の
通
り
で
す
が
、

質
問
事
項
や
区
答
弁
の
詳
細

は
1
2
月
1
1
日
発
行
予
定
の
区
議
会
だ
よ
り
、

ま
た
江
東
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
第
一
審
判
決
で
は
、
東
京
2
0
2
0
競
技
大
会

会
場
の
全
て
が
含
ま
れ
る
7
9
.
3
％
を
江
東
区

へ
、
埠
頭
と
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
が
含
ま
れ
る

2
0
.
7
％
を
大
田
区
へ
帰
属
さ
せ
る
内
容
と
な

り
、
前
述
の
都
よ
り
示
さ
れ
た
調
停
案
か
ら
本
区

帰
属
分
を
約
7
％
減
じ
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
区
議
会
は
、
判
決
内
容
の
確
認
や
本
区
の
考

え
を
聴
取
す
る
た
め
今
定
例
会
中
に
3
度
の
全
員

協
議
会
を
開
催
し
9
月
2
6
日
に
無
所
属
議
員
を

含
め
全
会
派
が
、
地
裁
判
決
を
受
け
入
れ
る
べ
き
、

と
の
意
見
を
表
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
同
日

に
山
﨑
区
長
は
控
訴
し
な
い
こ
と
を
決
断
さ
れ
ま

し
た
。

　
一
方
、
調
停
案
を
受
け
入
れ
ず
に
訴
訟
に
踏
み
切
っ

た
大
田
区
は
控
訴
期
限
前
日
と
な
る
1
0
月
3
日
に
判

決
の
受
入
を
表
明
し
ま
し
た
。
両
区
長
の
会
談
か
ら
3

年
半
、
訴
訟
に
要
し
た
本
区
の
費
用
は
約
3
千
万
円
と
、

時
間
と
税
金
を
費
や
し
た
結
果
、
昭
和
5
0
年
代
初
頭

か
ら
続
く
中
央
防
波
堤
埋
立
地
帰
属
問
題
が
決
着
し
ま

し
た
。

　
こ
の
度
の
判
決
に
、
前
述
の
歴
史
的
経
緯
が
全
く
反

映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
は
多
く
の
不
満
が
残

る
も
の
の
、
こ
れ
以
上
の
時
間
と
経
費
の
浪
費
は
許
さ

れ
な
い
、
と
の
本
区
並
び
に
本
区
議
会
の
苦
渋
の
決
断

が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
区
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を

賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
帰
属
問
題
は
決
着
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
2
3
区
内
で
発
生
す
る
ご
み
処
理
に
伴
う
埋
立
事
業

は
続
き
ま
す
。
今
回
、
裁
判
に
ま
で
発
展
し
た
事
で
『
帰

属
問
題
』
の
み
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
背
景
に
は
2
3
区
民
生
活
に
密
着
し
た
『
ご
み
処

理
問
題
』
が
根
深
く
存
在
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
中

央
防
波
堤
埋
立
地
の
次
に
埋
立
て
が
進
む
新
海
面
処
分

場
は
東
京
港
最
後
の
処
分
場
と
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、

今
後
も
3
R
（
ご
み
の
減
量
化
・
再
利
用
・
リ
サ
イ
ク
ル
）

の
更
な
る
推
進
や
ご
み
の
分
別
回
収
の
徹
底
な
ど
、
埋

立
処
分
場
の
延
命
化
に
向
け
た
取
組
み
が
重
要
で
あ
り
、

2
3
区
内
に
暮
ら
す
都
民
全
員
に
共
通
し
た
課
題
と
言

え
ま
す
。

　
江
東
区
政
の
先
達
が
「
体
を
張
っ
て
」
闘
っ
て
き
た

ご
み
問
題
の
礎
。
そ
の
歴
史
の
重
み
を
受
止
め
、
次
世

代
に
責
任
を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
決
意
し
ま
す
。

区
政
一
般
質
問
に
つ
い
て

令和元年 9月 20日
東京地方裁判所第一審判決に基づく境界線

本
区
独
自
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
江
東
サ
ポ
ー
タ
ー

ズ
」
の
大
会
へ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
／
大
会

レ
ガ
シ
ー
の
構
築
に
つ
い
て
／
聖
火
リ
レ
ー
の

ル
ー
ト
検
討
状
況
や
未
来
を
担
う
1
0
代
ラ
ン

ナ
ー
の
選
考
に
つ
い
て
／
大
会
期
間
中
の
ご
み

処
理
に
つ
い
て

□
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
つ
い
て

メ
デ
ィ
ア
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
作
成
と
カ
ラ
ー
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
対

応
に
つ
い
て
／
点
字
フ
ォ
ン
ト
の
使
用
に
つ
い

て
／
在
留
、
来
訪
外
国
人
向
け
の
多
言
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
導
入
に
つ
い
て

□
情
報
保
障
に
つ
い
て

被
災
時
に
避
難
所
と
な
る
各
種
施
設
の
安
全
確

認
に
つ
い
て
／
民
間
技
術
者
団
体
と
の
連
携
強

化
に
つ
い
て

□
被
災
時
の
避
難
所
安
全
確
認
に
つ
い
て

教
育
現
場
で
の
近
視
予
防
へ
の
取
組
み
に
つ
い

て
／
学
齢
期
の
口
腔
ケ
ア
指
導
に
つ
い
て

□
予
防
医
療
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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質
疑
で
は
、
こ
れ
ま
で
4
年
間
で
約
1
万
3
千

ト
ン
分
の
不
燃
ご
み
の
全
量
資
源
化
に
取
り
組
み
、

埋
立
処
分
ベ
ー
ス
で
は
約
1
万
ト
ン
分
の
効
果
を

上
げ
て
い
る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。
平
成
2
9
年

度
実
績
で
他
の
2
2
区
で
は
約
4
万
6
千
ト
ン
の

不
燃
ご
み
を
排
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
区
長
会

や
担
当
課
長
会
に
お
い
て
2
3
区
全
体
で
不
燃
ご

み
の
全
量
資
源
化
に
取
組
む
こ
と
を
主
張
す
る
よ

う
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
特
別
区
内
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

類
（
廃
プ
ラ
）
の
分
別
回
収
に
取
り
組
ん
で
い
な

い
1
0
区
に
対
し
て
も
、
本
区
が
率
先
し
て
範
を

示
し
、
2
3
区
全
体
で
の
取
り
組
み
と
な
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

〈
介
護
人
材
に
つ
い
て
〉

　
団
塊
世
代
が
7
5
歳
以
上
と
な
る
2
0
2
5
年

に
は
、
約
3
5
万
人
の
介
護
人
材
が
不
足
す
る
と

試
算
さ
れ
て
お
り
、
介
護
人
材
の
不
足
問
題
に
つ

い
て
深
刻
さ
が
増
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し

政
府
は
、
出
入
国
管
理
法
を
改
正
し
、
人
材
不
足

が
深
刻
な
「
介
護
」
を
含
む
1
4
の
産
業
分
野
で

新
た
な
外
国
人
材
の
受
入
れ
が
可
能
と
な
る
在
留

資
格
「
特
定
技
能
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
質
疑
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
送
出
し
国
内
の
大

学
等
で
特
定
技
能
資
格
取
得
を
目
指
す
外
国
人
を

支
援
し
、
入
国
後
に
は
市
内
の
介
護
事
業
所
に
就

労
す
る
協
定
を
現
地
法
人
等
と
締
結
す
る
な
ど
、

積
極
的
に
介
護
人
材
を
確
保
す
る
政
策
を
進
め
る

自
治
体
の
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
区
で

　
平
成
3
0
年
度
決
算
に
つ
い
て
、
自
民
党
を
代

表
し
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
以
下
、
質
問
概
要
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　
東
京
地
方
裁
判
所
第
一
審
判
決
内
容
に
つ
い
て

山
﨑
区
長
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
、

伺
い
ま
し
た
。
区
長
か
ら
、
調
停
案
か
ら
約
7
％

削
減
さ
れ
た
こ
と
、
歴
史
的
経
緯
が
反
映
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
大
い
に
不
満
が
あ
る
一
方
で
大
田

区
と
東
京
2
0
2
0
競
技
大
会
前
の
解
決
を
約
束

し
て
い
る
事
か
ら
、
控
訴
す
る
か
否
か
に
つ
い
て

は
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
て
慎
重
に
判
断
し
た
い
、

と
の
答
弁
で
し
た
。

1
0
数
年
間
で
約
1
.
5
倍
に
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

　
質
疑
で
は
こ
れ
か
ら
概
ね
1
0
年
間
程
度
は
緩
や
か

な
人
口
増
加
を
続
け
る
、
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
現
在

の
財
政
規
律
を
維
持
し
つ
つ
新
た
な
行
政
需
要
に
応
え

る
施
策
の
展
開
に
つ
い
て
、
区
の
積
極
的
な
取
り
組
み

を
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
本
区
で
は
令
和
2
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト

す
る
新
長
期
計
画
1
0
年
を
策
定
中
で
す
が
、
経
済
の

動
向
を
見
据
え
た
財
政
計
画
の
立
案
や
A
I
技
術
を
用

い
た
事
務
事
業
の
更
な
る
効
率
化
な
ど
、
行
財
政
改
革

へ
の
取
り
組
み
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　
前
述
（
1
面
）
の
通
り
、
本
区
で
は
長
年
に
わ
た
り

2
3
区
内
の
ご
み
処
理
に
伴
う
多
大
な
犠
牲
を
区
民
の

多
く
が
強
い
ら
れ
て
き
た
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
ご
み
の
分
別
回
収
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
ご
み
減
量
化

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も

2
3
区
内
で
唯
一
、
平
成
2
7
年
度
か
ら
試
験
的
に
不

燃
ご
み
の
全
量
資
源
化
に
取
り
組
み
、
平
成
3
0
年
度

か
ら
本
格
実
施
へ
と
移
行
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
3
0
年
度
決
算
審
査

特
別
委
員
会
総
括
質
疑
に
つ
い
て

平成 30年度江東区の決算

□
中
央
防
波
堤
埋
立
地
に
つ
い
て

　
平
成
3
0
年
度
決
算
額
（
一
般
会
計
）
は
歳
入

が
約
1
9
4
2
億
円
、
歳
出
が
約
1
8
9
1
億
円
、

基
金
残
高
は
約
1
2
2
0
億
円
、
区
債
残
高
は
約

2
8
8
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
近
年
の
区
財
政
の

特
徴
は
、
歳
入
面
で
は
景
気
の
好
転
に
よ
る
区
民

税
収
の
増
加
や
都
内
の
法
人
税
収
の
増
加
に
よ
る

財
政
調
整
交
付
金
（
都
税
が
原
資
と
な
り
2
3
区

に
配
分
さ
れ
る
交
付
金
）
も
増
加
傾
向
に
あ
る
一

方
で
、
歳
出
面
で
は
扶
助
費
（
保
育
費
や
生
活
保

護
費
な
ど
）
の
増
加
が
著
し
く
、
歳
出
全
体
の
約

4
割
を
占
め
る
状
況
で
す
。

　
本
区
の
財
政
規
模
は
、
人
口
増
加
に
伴
う
納
税

義
務
者
の
増
加
と
景
気
の
好
転
に
よ
り
、
こ
こ

□
平
成
3
0
年
度
決
算
に
つ
い
て

□
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い
て

□
主
要
課
題
に
対
す
る
人
材
確
保
に
つ
い
て

総額：1,942 億 89百万円
（▲4.5%減）

総額：1,891 億 26百万円
（▲4.8%減）

歳出

歳入

民生費
84,071
44.4%

総務費
36,650
19.4%

特別区税
52,174
26.9%

その他
13,878 7.1%
特別区債
564 0.3%
繰越金
4,830 2.5%
繰入金
8,975 4.6%
都支出金
13,878 7.1%
地方消費税交付金
10,349 5.3%

その他
13,130 7.0%
公債費
1,900 1.0%
土木費
10,678 5.6%
衛生費
13,606 7.2%

（単位：百万円）

特別区交付金
59,603
30.7%

国庫支出金
30,602
15.7%

教育費
29,098
15.4%
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も
介
護
人
材
の
確
保
策
の
１
つ
に
特
定
技
能
外
国

人
材
を
受
入
れ
る
事
に
つ
い
て
、
区
内
介
護
事
業

所
と
連
携
を
図
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

〈
A
I
人
材
に
つ
い
て
〉

　
A
I
技
術
の
利
活
用
が
進
む
一
方
で
A
I
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
不
足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
A
I
技
術
を
活
用
し
た
新
た
な
企
業
戦
略
を

思
考
す
る
企
業
で
は
、
日
本
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン

グ
協
会
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
資
格
試
験
や
ジ
ェ
ネ
ラ
シ

ス
ト
検
定
試
験
な
ど
各
種
検
定
試
験
に
挑
む
社
員

を
支
援
す
る
な
ど
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
現
行
の
特
別
区
職

員
一
般
技
術
系
採
用
試
験
制
度
で
は
、
情
報
通
信

を
専
門
と
し
た
職
種
の
採
用
は
行
っ
て
お
ら
ず
、

A
I
を
利
活
用
す
る
た
め
の
専
門
的
な
人
材
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
質
疑
で
は
、
来
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
新
長
期

計
画
の
策
定
と
合
わ
せ
て
情
報
化
推
進
プ
ラ
ン
の
策
定

に
着
手
し
て
お
り
、
任
期
付
職
員
採
用
制
度
に
よ
っ
て

1
名
の
専
門
職
員
を
雇
用
し
て
い
る
、
と
あ
り
ま
し
た
。

今
後
様
々
な
部
署
で
A
I
技
術
を
利
活
用
し
た
事
務
事

業
の
見
直
し
を
図
る
た
め
に
も
、
更
に
区
独
自
の
任
期

付
職
員
採
用
制
度
を
活
用
し
、
A
I
人
材
を
確
保
す
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。　

〈
児
童
相
談
所
人
材
に
つ
い
て
〉

　
平
成
2
8
年
5
月
に
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
そ
れ
ま
で
東
京
都
の
事
務
で
あ
っ
た
児
童
相
談
所

を
特
別
区
で
設
置
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
現
在
本

区
を
含
む
2
3
区
中
2
2
区
が
移
管
に
取
り
組
む
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
移
管
モ
デ
ル
区
と
な

る
先
行
3
区
（
世
田
谷
、
荒
川
、
江
戸
川
）
で
は
、
令

和
3
年
の
児
童
相
談
所
設
置
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
本
区
は
令
和
7
年
の
移
管
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

　
質
疑
で
は
、
児
童
福
祉
司
や
臨
床
心
理
士
の
有
資
格

区
職
員
数
で
は
児
童
相
談
所
設
置
に
必
要
な
人
材
を
賄

え
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
特
別
区
人
事
委
員
会

の
経
験
者
採
用
試
験
に
お
い
て
も
応
募
人
数
が
募
集
人

数
に
達
し
て
い
な
い
な
ど
、
専
門
職
員
の
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
東

京
都
児
童
相
談
所
へ
有
資
格
者
区
職
員
の
派
遣
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
東
京
都
の
受
入
人
数
に
制
限
が
あ
る
た

め
、
他
自
治
体
へ
の
派
遣
を
行
う
こ
と
、
ま
た
区
内
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
受
託
し
て
い
る
社

会
福
祉
法
人
の
職
員
を
区
独
自
に
任
期
付
採
用
す
る
な

ど
、
専
門
職
員
の
育
成
・
確
保
に
柔
軟
に
対
応
す
る
よ

う
要
望
し
ま
し
た
。

山﨑区長宛、令和 2年度予算要望書を提出区政報告会のお知らせ

事務所のお知らせ

「特定技能」によって受入を
予定する職種と外国人労働者数

14業種（分野）
建設
産業機械製造業
素形材産業 ※注
電気・電子情報関連産業
飲食料品製造業
外食産業
宿泊業
ビルクリーニング業
介護
農業
造船・舶用工業
漁業
自動車整備業
航空
合計

5,000～6,000 人
850～1,050 人
3,400～4,300 人
500～650人

5,200～6,800 人
4,000～5,000 人
950～1,050 人
2,000～7,000 人

5,000 人
3,600～7,300 人
1,300～1,700 人
600～800人
300～800人

100人
32,800 人～47,550 人

30,000～40,000 人
4,250～21,500 人
17,000～21,500 人
3,750～4,700 人

26,000～34,000 人
41,000～53,000 人
20,000～22,000 人
28,000～37,000 人
50,000～60,000 人
18,000～36,500 人
10,000～13,000 人
7,000～9,000 人
6,000～7,000 人
1,700～2,200 人

262,700 人～345,150 人

2019 年の受入
見込み人数

2023年度までの
累計受入見込み人数

　10月 3日、区議会自民党執行部の一員として令和 2年度予
算編成及び施策に反映すべき事項について、山﨑区長宛に提
出しました。
　介護人材の確保策や交通不便地
域のコミュニティバス「しおかぜ」
運行時間の拡大、救助用ボートの
機能性向上や消防団等を対象とし
た訓練の実施など、7 つの基本方
針に沿った施策を取り纏めました。
　なお、要望書全文につきましては、川北直人ホームページ
をご参照下さい。

日時：令和元年11月14日（木）

区議会自民党 川北直人事務所

場所：深川江戸資料館 B1F（着席・無料）
開会 19：00  閉会 20：00頃

◎中央防波堤埋立地帰属問題について
◎第 3回定例会での議会活動報告について
◎災害対応について

江東区白河 1-2-1 ジョインハウスイワキ203
電話 / 03-5621-6288　FAX / 03-5621-6266
E-mail / 7010kawakita@gmail.com
HP https://www.kawakitanaoto.com
https://www.facebook.com/naoto.kawakita

テーマ
（予定）


